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高精度測位社会プロジェクトについて

ロードマップ

広い空港内の経路も 複雑な駅間の乗り換えや
屋内（地下）空間も

自分の座席までの
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平成31年度
（2019年度）

平成32年度
（2020年度）

サービスの見える化実証

東京駅周辺
空港、競技場（屋内外）、その他オリパラ関連
施設、主要交通結節点（乗り換え駅）

省庁連携による複合的な大規模実証
（多言語音声翻訳、ロボット技術等との連携）

民間サービス創出に向けた環境づくり

屋内の電子地図を継続的
に維持・更新する体制
(推進体制)の検討

推進体制の具体化検討、
立ち上げ準備

屋内測位機器設置ガイド
ライン（案）の作成

実証実験等を通じた
ガイドライン（案）の補完

サービスイメージ

世界最先端・
最高級のおもてなし

を実現

東京オリンピック・
パラリンピック
競技大会開催

【民間事業者主体】

・屋内地図の整備・更新・流通
サービスの開始

・民間事業者によるアプリ開発
→新たなサービス創出

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催時に、訪日外国人を含む誰もがストレス
を感じることなく円滑に移動・活動できるストレスフリー社会を実現

■ 屋内で人（スマートフォン等）の位置を測位する環境がない。

■ 屋内の地図を整備・更新し、市場へ流通させる仕組み、体制が確立されていない。

■ 測位ができた結果を表示する屋内の電子地図がない。
（限定的に整備されており、面的サービスが提供できていない。)

課
題

目
的

訪日外国人や高齢者等、誰もが複雑な構造となっている地下空間での円滑な駅間の乗り継ぎや
屋内外目的地へのシームレスな移動が可能に

（例：東京駅周辺、新宿駅周辺）

駅・街中・屋内

世界に先駆けて高精度な測位環境を実現し、外国人・高齢者・障害者をはじめ誰もがストレスを
感じることなくオリンピック・パラリンピックを楽しむためのきめ細かなおもてなしサービスに活用

～東京を、日本を訪れる方に世界最先端、最高級のおもてなしを～


